
豊田市少林寺拳法協会

１．沿革

豊田市の少林寺拳法は昭和３８年、北海道の自衛隊（東千歳駐屯地）からトヨタ自動車に入社し

て来た山下咲雄（現愛知高上道院長）がトヨタ自動車のクラブとして「トヨタ自動車拳法部」を元

町厚生センターに設立したことに始まる。

当時の豊田市は空手・柔道等戦前よりの武道は多少認知されていたものの、少林寺拳法の名前を

知るものはほとんどいなかった。北海道の千歳道院（西内一道院長）で修行して来た山下は「自己

確立」と「自他共楽」の教えを持ち、技術的には「剛法」と「柔法」の両面を兼ね備え“護身術”

として最も理想的な少林寺拳法を、この豊田市でも広く普及させたいという熱い思いを胸に、たっ

た一人各方面に足を運び発展の石杖を築いたのである。

仕事を終えてからの厳しい練習は過酷を極めたが、熱心な指導の甲斐あってその普及は着実に伸

び５.６年後には、堤工場に西浦、高岡工場に藤原、学園には中尾を送り急速に発展していった。そ

の後昭和４５年には故秋元正太郎氏（当時トヨタ自動車厚生課 課長、市議会議員）を会長に豊田

少林寺拳法連合会を発足し、また地域にも挙母（林）、豊田（藤原）、大豊工業（橋本）、愛知高上

（山下）等の支部が設立されますます発展していくことになる。

平成３年には豊田市体育協会に加盟し、会長に高木キヨ子（前市議会議員）、理事長・事務局長

に山下、会計に宮本、評議委員に橋本を立て豊田市少林寺拳法協会が正式に発足したのである。そ

して現在まで、少林寺拳法の思想や技術を紹介する拳法教室や、日頃の修練の成果を発表する市民

演武大会、地域社会に貢献する奉仕活動など多彩な活動を毎年行いその輪は限りなく広がっており、

現在は、１１所属 １２６名（令和２年度 現在）の拳士が修行に励んでいる。

2．主な年間事業

１）定期大会

  全国大会

   愛知県大会（全国大会予選 兼）                     

   西三河大会（隔年開催）

   豊田市民総合体育大会

                                                                    「演武披露」

２）普及活動

  豊田市少林寺拳法教室

   宗道臣デー

   ※少林寺拳法創始者命日 5/12 前後に行う奉仕活動

３）定期総会

  愛知県少林寺拳法連盟 総会

  少林寺拳法 西三河地区 総会

   豊田市少林寺拳法協会 総会                                        「宗道臣デー」



４）社会貢献活動

違反広告撤去作業

ぬくもりの会お手伝い

青少年補導

３．協会役員                                                      「ぬくもりの会」

１）歴代会長                                                      

  秋元 正太郎   昭和４５年～昭和５５年                         

山下 咲雄    昭和５５年～平成３年３月

   高木 キヨ子   平成３年～平成２３年３月

２）現在の役員

  会    長     神谷 和利 （県議会議員）平成２４年 4 月～

   理 事 長      平井 慎司

   事務局長      山下 研治

   会    計      倉知  三純

４．登録人数  

   単位団    １１所属 １２６名（令和２年度）

   一般部    ５０名

   少年部    ７６名

                        

「第２６回 少林寺拳法豊田市民総合体育大会」



６．将来の展望

  戦後、少林寺拳法創始者 宗 道臣、たった一人から始まった日本の少林寺拳法は、世界３９ヶ国

の人々から愛され、その輪は大きく広がった。豊田市も、山下 咲雄一人から始まった少林寺拳法

が、最盛期には１８支部２００人を超えた。

  『人間の心や良心に芽生える思いには国境など無く、俺にとって悲しいこと

はあの人達にとっても悲しいことだというこの単純な道理を解ろうとしてみろ

よ。人としての喜び、痛みや怒り、また親子の情や恋人、友達を愛しむ気持ち。

そこには国や人種の違いは基本的に無いはずだ。こういう人間を一人でも多く

造ろうじゃないか』・・・宗 道臣の講話にもあるように、ただ流れに任すので

はなく、拳士一人一人が自らその輪を広げていく行動力にも期待したい。           「宗 道臣」

  大切なことは、我々が日頃少林寺拳法を通して得た自信や勇気、それらの力を何のために活用す

るのかということを最後まで問い続ける姿勢である。力を身につけて自己満足をし、そこで終わる

のであれば、他の武道、スポーツと何ら変わりはない。そこに行きつくまでの方法論の違いはある

が、その方法論の違いを私達が世間に誇る必要などどこにもないのである。力を得るまでの方法論

を誇るのではなく、そこで蓄積し得た力を、何に活用するのかということ。「現実に力を活用し、

活用したことによって自分も向上する。そして人の役に立ち、他人からも頼られ、社会からも認知

される。それが自分の喜びとなり、またやる気が沸いてきて、そのうちに世間では少林寺拳法が、

どういうものなのか自然に理解されていく」これが少林寺拳法の特徴であり目指すべき姿である。                               

（記 山下咲雄）

                              「２０１９年 少林寺拳法 全国大会 in あいち」 スカイホール豊田


